



































































































































































































































































































































































































































































































































































































Tot．aI 18 （51） 25．8 7 （64） 46．9 14 （27） 20．4
Negative 17 （49） 4 （36）


































































































8 60．6 16 69．6 1 20 2 100．0
　　6－10
（grOup　II） 4 110，0 4 110．0 2 180．0 1 20 3 106．6
　　11－15
（group　III） 3 166．6 1 40，0
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咽頭溶レソ菌保菌者血清中のT型特異凝集素およびASOの産生と
　　　　　　　保菌菌型並びに保菌持続性との関係について
　　　　　　　山　内　暉　真
札幌医科大学外科学的1講座　（主任　早坂
　　　　　　前　川　静　枝
札幌医科大学微生物学講座　（主任　林
要
　札幌市内航小学校の低学年学童124名の，2年5カ
月にわたる毎月一回咽頭培養検査を実施した際，検査
開始から15ヵ月目にこれらの学童から他の目的で採血
された血清をその研究者の好意で分与された．そこで
血清の得られた99名の学童について，これら被検者集
団の採血前15ヵ月間の検索から分離されたT1，　T　4，
T12，　T　28とB3264の5つのT型のA群溶レン菌に
対するT型特異凝集素の産生と力価を測定した．
　血中抗体が咽頭保有菌によって特異的に産生された
ものであるかどうかを詳細に検討するために5つのT
型菌体抗原を用いて血中凝集素を測定して，2種類以上
の菌型の凝集素の存在が認められた場合は，力価の高
い主要のT型菌体抗原で吸収操作を行って，血中に証
明されるT型凝集素の種類と力価をそれぞれの型につ
いて測定した．
約
滉教授）
喬義教授）
　その結果，咽頭溶レン菌保菌者の多くは，保菌菌型
に一致するT型凝集素の産生を証明した．その抗体保
有率は，T1保菌者83％，　T　4保菌者83％，　T　12保
菌者67％，B3264保菌者83％を示した．また，抗体
力価は，保菌の持続性と平行関係がみられ，菌検出回
数の多い保菌者の血清の力価がより高い傾向を示した．
　B，C，　G群溶レソ菌保菌者ならびに非保菌者にみ
られる血中のT型特異凝集素の保有率，その平均力価
は上記5つのT型のA群溶レソ菌保菌者に比較し有意
義に低値であった．
　同時に血中のASO価についても測定して保菌との関
係を検討し，概括的に見て保菌期間の長いものの方が，
ASO値がやや高い傾向はあるが，その平均値は健康人
のASO値の上限を超えてはいなかった．
